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第 1 編の第 1 章は第 1 編の緒論であり，イオン交換樹脂および高分子量液状イオン交換体の既往の
研究および第 1 編の概要を略述した。

























第 9章は第 1 編の各章を通じての総括結論である。









第 5 章では，前章に述べた方法で成形物を充填した層内のイオン交換を流速，層高，イオン種， pH，
共存イオンなどの異なる条件で測定し，強酸性カチオン交換樹脂層のイオン交換と比較検討した結果
を述べた。


































第 9章は第 1 編の各章を通じての総括的結論であるO









第 5章では，成形物充填層のイオン交換を流速，層高，イオン種， pH, 共存イオンなどの異なる
条件で測定し，強酸性カチオン交換樹脂層のイオン交換と比較検討している。
第 6 章は以上の第 2 編の総括的結論であるO
本論文は有機質イオン交換体として，イオン交換樹脂および液状イオン交換体の平衡，交換反応お
よびその装置について解析して，イオン交換を単位操作として適用するにあたり必要な諸特性を明ら
かにし，また無機質イオン交換体として加水ハロイサイトのカセイソーダ処理物の構造組成，交換平
衡を解析し，処理物の成形化を提案し，その充填層のイオン交換能を確認した。これらは工学上寄与
するところが大きい。
よって本論文は博士論文として充分価値あるものと認めるO
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